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午後 ３時００分開会 

────────────────────────────────────────────── 

◎開会 

○髙丸統括指導主事 それでは、皆様、本日はお忙しい中お集まりいただきまして

ありがとうございます。 

 私、教育部の髙丸一哉と申します。本日の進行を務めさせていただきます。 

 委員会に先立ちまして配付資料の確認をさせていただきます。次第の下部に本日

の配付資料が載ってございます。まず次第、そしてその裏面が皆様の名簿となって

ございます。お名前等お間違いないでしょうか。そして、その次に資料１、武蔵野

市子どもの権利条例、資料２、いじめ問題対策委員会の組織及び運営に関する規則、

こちらは１枚物になっております。資料３、いじめ重大事態の調査に関するガイド

ライン、冊子になっているものですね。そして資料４、武蔵野市いじめ防止基本方

針に基づく具体的方策、こちらはステープラーで左を留めたものです。そして１枚

物で資料５、武蔵野市いじめ防止基本方針の掲示資料、最後に資料６、武蔵野市い

じめ防止基本方針及び具体的方策の改訂の方向性についてというところでご用意さ

せていただいております。何か足りないものなどございますでしょうか。大丈夫で

しょうか。 

 それでは、後ほどお話しさせていただきますけれども、事前にご了承いただきた

いこととして、本委員会でお伝えする内容あるいは審議の際に知り得た秘密等につ

きましては、守秘義務がございますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 また、委員会ですけれども、議事録については、後ほど皆様のお名前を伏せた状

態で、後日、市のホームページに公開する予定でございます。ご了承いただきます

ようよろしくお願いいたします。 

 それでは、ただいまより第１回武蔵野市いじめ問題対策委員会を開催いたします。 

────────────────────────────────────────────── 

◎委嘱状交付 

○髙丸統括指導主事 初めに委嘱状の交付でございますが、時間の都合上、机上配

付にて代えさせていただきます。ご了承ください。ご自分のお名前を委嘱状でご確

認いただきまして、よろしくお願いいたします。委員の任期は２年ということにな

っておりますので、よろしくお願いいたします。 

────────────────────────────────────────────── 

◎教育委員会あいさつ 
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○髙丸統括指導主事 続きまして、教育委員会挨拶です。 

 吉原教育長、どうぞよろしくお願いいたします。 

○吉原教育長 皆様、改めましてこんにちは。まずもって本日は大変お忙しい中、

武蔵野市いじめ問題対策委員会にご出席いただきましてありがとうございます。 

 私、４月からこの武蔵野市で教育長として務めております。以前、教育委員会の

事務局のほうで仕事をさせていただいたこともありますので、久しぶりにまた武蔵

野で仕事をさせていただくことを大変うれしく思っております。 

 それから市内の小・中学校もちょうど今日が１学期の終業式ということで、子ど

もたちにとってはいよいよ心躍る夏休み、受験生もおりますけれども、多くの子ど

もたちにとっては待ちに待った夏休みが、また明日から始まる状況です。ただ、先

生方にとっては、まだまだ三者面談があったり、また、研修等もこの夏予定してい

ますので、先生たちにとってはまだまだ忙しい時間が続くかと思います。 

 私のほうから、初めにこの委員会の趣旨等についてご説明させていただきたいと

思います。この委員会は、令和５年４月に武蔵野市の子どもの権利条例が施行され

まして、それを契機に設置されたものでございます。目的としましては、武蔵野市

のいじめ防止に関して、その対策を実効的に推進するために、教育委員会の取組に

対して今日お集まりの先生方から、ご専門の見地から様々ご意見を頂戴したいなと

いうふうに思っております。この後、教育委員会のいじめ防止等の取組の説明もさ

せていただきますけれども、ぜひ専門的なお立場から忌憚のないご意見を寄せてい

ただければ幸いです。それから、市立小・中学校でいじめの重大事態が発生した場

合におきましては、今日お集まりの委員の皆様に調査のご協力をいただくこともご

ざいますので、その点に関しましてもご了解いただければと思います。 

 そしてまた、昨年度に引き続き委員を継続してお引き受けくださっている皆様に

は、引き続きよろしくお願いしますということと、また感謝を申し上げたいと思い

ます。 

 このいじめに関して様々、国や都の動きが目まぐるしく変わっておりまして、令

和４年には生徒指導提要が改訂された中で、このいじめ防止に関する基本的な考え

方、後でまた事務局よりご説明いたしますけれども、様々、国や都のいじめ防止や

生徒指導に対する考え方も刻々と変わっておりまして、私たちもその趣旨を十分に

踏まえた、いじめ防止に限らずですけれども、生活指導に取り組むことを今求めら

れていますので、そういった意味でも常に国の動向や都の動向を踏まえた取組が、

今、求められております。 
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 それから令和６年には文科省のいじめ重大事態の調査に関するガイドラインも改

訂されまして、そのことについても私たちはきちんとその内容を理解し、また運用

していくべき責任が問われています。そしてまた東京都も今年６月にいじめ総合対

策の第３次が策定されましたので、この数年でも様々な新しい動きがございますの

で、そういったことも踏まえまして委員の皆様とともに、子どもたちの心をしっか

り守るという観点で様々なご指導、ご助言をいただければというふうに思います。 

 最後に、武蔵野市も今後、市のいじめ防止基本方針を改訂してまいりたいと考え

ております。本日もその説明をさせていただきたいと思っていますので、ぜひこれ

に関しましても様々ご意見を頂戴できればというふうに思っております。 

 本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

○髙丸統括指導主事 ありがとうございます。 

────────────────────────────────────────────── 

◎議事 

○髙丸統括指導主事 では、ここから議事に入らせていただきます。 

 議事の（１）番です。委員長及び職務代理の選出ということで、武蔵野市いじめ

問題対策委員会の組織及び運営に関する規則の第３条に基づきまして、委員長を委

員の互選にて決めたいと思いますが、どなたかご推薦ありますでしょうか。 

○委員Ａ 第４期武蔵野市の教育計画策定にも携わられた相原委員を委員長として

推薦させていただきたいと思います。 

○髙丸統括指導主事 ということで、今、相原委員のご推薦がありましたけれども、

相原委員に委員長をお願いするということで、皆様、よろしいでしょうか、よろし

ければ拍手をいただければと思うんですけれども。（拍手） 

 ありがとうございます。 

○委員長 それでは、初めての委員ですけれども、皆さんの意を酌んで進められる

ように努力しますので、よろしくお願いいたします。 

○髙丸統括指導主事 次に、規則の第３条の２に、委員長に事故があるとき、また

は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指定する委員がその職務を代理する

とあります。委員長のほうからどなたかご推薦いただけますでしょうか。 

○委員長 では、僭越ですけれども、私のほうから太田委員をご推薦させていただ

ければと思います。人権擁護と、そしていじめ防止は関連する部分が強いですので、

その点からもまたご示唆いただくという意味で太田委員に、ぜひ職務代理というこ

とで、よろしくお願いします。（拍手） 
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○髙丸統括指導主事 皆様ありがとうございます。 

 それでは、議事の（２）番になってきますが、ここから進行を委員長にお願いで

きればというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長 それでは、これから引き続き会を進行させていただきます。 

 議事の（２）委員会の位置付け及び運営等についてということで、こちらについ

て事務局よりご説明をお願いいたします。 

○髙丸統括指導主事 それでは、私のほうより本委員会の位置づけと運営等につい

て、まず説明をさせていただきます。 

 資料のまず１、武蔵野市子どもの権利条例をご覧ください。先ほど教育長からも

ありましたが、武蔵野市では、令和５年４月１日より武蔵野市子どもの権利条例を

施行いたしました。資料１の中段にございます網かけがされているところですけれ

ども、「武蔵野市は、子どもの権利条約に基づき、市民とともに、子どもの最善の

利益を尊重する社会の実現を目指し、この条例を定めます」としておりまして、こ

の実現に向けてということで３ページをご覧いただきますと、また網かけさせてい

ただいておりますが、市として特に大切にされる権利として８つの権利の保障を示

しているところでございます。安心して生きる権利、自分らしく育つ権利など様々

ございます。いじめがこれらの権利を侵害する大きな行為というところで、市とし

て本条例にていじめの防止を明確に位置づけているところでございます。それが書

かれているところが３枚めくっていただいて４枚目、第６章、子どもの安全と安心

の確保というところの第23条でございます。「いじめは、子どもの権利を侵害する

行為であり、誰であっても、どのような理由があってもしてはなりません」と示し

て、学校を初めとした「市と育ち学ぶ施設の関係者は、子どもがいじめを受けるこ

となく安心できる環境を整え、互いに連携していじめの防止等に取り組みます」と

規定をしているところでございます。 

 そして、これに基づきましてその裏面でございます。第25条をご覧ください。武

蔵野市いじめ問題対策委員会が、このいじめ防止のための対策を実効的に推進する

ために教育委員会の附属機関として設けられているところでございます。第25条の

２と３をご覧いただきたいんですけれども、本委員会は、いじめの防止等の対策に

ついて教育委員会に意見を述べることができます。後ほどご説明いたしますが、今

年度は本市のいじめ防止基本方針、そしていじめ防止基本方針の具体的方策につい

て改訂していきたいと考えているところでございます。第１回の今回は、現行の基

本方針や具体的方策についてこの後説明をさせていただきますので、そちらについ
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て皆様からご意見をいただき、今後、改訂案を作成、教育委員会のほうで協議をい

たしまして、そしてその後、第２回の委員会で改訂案を皆様にご提示をさせていた

だきたいというふうに考えているところでございます。 

 もう一つ皆様にお願いする内容がございます。第25条の４をご覧ください。「対

策委員会は、武蔵野市立の小学校と中学校において、法第28条第１項に規定する重

大事態が発生した場合には、同項に規定する組織として同項に規定する調査を行い、

その結果を教育委員会に報告します」とあります。この法というものが何かという

ことなんですが、こちらはいじめ防止対策推進法のことでございまして、法の28条

にていじめの重大事態に関する規定が示されております。そのいじめの重大事態が

市立小・中学校で発生した場合に、こちらの委員会でその実態を調査する委員会と

なっていきます。先ほどから申し上げましたとおり、この調査はいじめに関係した

者の個人情報を取り扱うということになりますので、25条の８にございますが、

「対策委員会の委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはなりません。その職を退

いた後も同様とします」と規定をさせていただきますので、こちらについては何と

ぞご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 こちら資料１につきましては以上ですが、続いて、いじめの重大事態とは具体的

にどういったものなのかということについてお話をしたいと思います。資料がちょ

っと飛んでしまうんですけれども、資料４、武蔵野市いじめ防止基本方針に基づく

具体的方策、こちらの15ページを見ていただくとすぐ分かりやすいかと思います。

資料４、いじめ防止基本方針に基づく具体的方策の15ページをご覧ください。こち

らにいじめの重大事態への対処ということで書かれておりますが、いじめの重大事

態の一つに、生命、心身または財産に重大な被害が生じた場合というのがございま

す。具体的には児童・生徒が自殺を企図した場合、身体に重大な傷害を負った場合、

金品等に重大な被害を被った場合、精神性の疾患を発症した場合といった場合が挙

げられております。 

 もう一つが下の丸ですが、相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている

場合ということで、これは不登校の定義を踏まえて年間30日ということが目安で示

されております。ですが、一定期間連続して欠席しているような場合も学校の設置

者、この場合では教育委員会、または学校の判断で重大事態ということで認識をし

ていきます。こうした事態が生じた場合に、本委員会の中で調査部会というものを

立ち上げまして、実態の調査に当たっていただくということになります。 

 では次に、調査部会がどのようにいじめの重大事態の調査を行うかというところ
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なんですけれども、資料はちょっと戻っていただきまして、資料２、武蔵野市いじ

め問題対策委員会の組織及び運営に関する規則をご覧ください。資料２でございま

す。こちらの裏面の第６条でございます。調査部会、裏面の第６条の特に２から５

を見ていただければと思います。２になりますが、「調査部会は、前項の調査に係

る事案に利害関係を有する委員以外の委員から、委員長が指名する３人以上をもっ

て組織する」、「３ 調査部会に部会長を置き、委員のうちから、委員長がこれを

指名する」、「４ 部会長は、調査部会の事務を掌理し、調査部会における調査の

経過及び結果を対策委員会に報告する」、「５ 調査部会は、必要があると認める

ときは、当該調査に係るいじめに関係のある者の出席を求め、必要な資料を提出さ

せ、意見を聴き、又は説明を求めることができる」というふうになっています。つ

まり、調査するいじめと関係のない委員の方々３人以上によってこの調査部会とい

うのを設けまして、いじめの関係がある方、例えばいじめの被害者であるとかその

家族、あるいは、加害者や関係教員などから事情を聴取して、その結果を対策委員

会に報告するというのが調査部会になってきます。 

 こうやって説明すると、正直これで本当にできるのかしらというふうにお感じに

なって不安になられる方もいらっしゃるかと思います。国においてもこの重大事態

ということの案件が非常に増えてきているということがありまして、資料の３にな

るんですが、いじめ重大事態の調査に関するガイドラインというものが昨年８月に

改訂をされました。こちらは文科省のホームページに記載されているものを全て印

刷をしてきたものでございます。こちらに被害児童・生徒や保護者等に対する調査

方針の説明、あるいは調査に当たっての具体的な留意事項ということが書かれてご

ざいます。万が一、今後重大事態が発生し調査部会を設けるとなった場合には、こ

ちらのガイドラインを参考に調査を行っていきます。ちょっと分量が多いんですけ

れども、もしよろしければお時間があるときにお目通しいただけますと幸いでござ

います。 

 私からは、まずはこの運営についての説明ということは以上でございます。 

○委員長 今、事務局からご説明が種々ありましたけれども、何かご質問等があれ

ばこの場でお伺いしておこうと思いますが、いかがでしょうか。 

 よろしいですか。皆さん、大丈夫ですか。分かりました。 

 それでは、本委員会の位置づけと運営に関することについてはここまでとします。 

 次の議事ですが、議事（３）ですけれども、武蔵野市のいじめに関する現状と取

組ということで、今スライドも映されていますけれども、事務局よりご説明のほう
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をよろしくお願いいたします。 

○髙丸統括指導主事 それでは、続きまして、新しく委員になられた方もいらっし

ゃいますので、本市のいじめに関する現状と取組ということにつきまして、指導主

事より現状、具体的な取組ということでご説明をさせていただきます。 

○奈良指導主事 では、私から説明させていただきます。こちらにスライドも映し

ますので、少し見づらい方は席を調整していただければと思います。お願いいたし

ます。 

 では、まず武蔵野市立小・中学校におけるいじめの現状についてご説明させてい

ただきます。令和２年度から６年度のいじめの認知件数の推移についてです。市教

育委員会として実施する児童・生徒の問題行動、不登校等、生徒指導上の諸課題に

関する調査を通じて、いじめの認知件数を把握しております。小学校は令和３年度

から減少及び横ばいが続いております。中学校は令和３・４年に比べて令和５・６

年度は減少しております。なお、今年度の数値は速報値のため、この後若干の変動

がございますことをご承知おきください。 

 ６年度の学年別いじめの認知件数です。小学校２・３年生が最も多く、これは昨

年度までの傾向と同様でございます。学年が上がるにつれて件数が減っております。

要因としては、小学校では１から３年生の児童は何でも打ち明けてくることが多い

ため、このように件数が多くなる傾向が多く、中学校では大人に言わなくなってく

る生徒もいることが影響していると考えられます。また、東西の学校の件数を分析

いたしましたが、地域による差はございませんでした。 

 続いて、いじめの様態についてご説明いたします。件数が多い様態として小学

校・中学校ともに、冷やかしなどの嫌なことを言われるといった言葉によるいじめ

の行為が挙げられます。小学校では身体的ないじめ、仲間外れも多く見られます。

また、パソコンや携帯電話等で誹謗中傷や嫌なことをされる件数は、小学校が10件、

中学校が６件となっております。多くの事案は年度末までに解消しておりますが、

いじめの解消のめやすとして３か月間は経過観察することが求められておりますの

で、各校では年度をまたぐ際、丁寧に行っております。 

 では、ここから、いじめの未然防止や早期発見、対応に向けた指導課の取組につ

いて４点ご説明させていただきます。 

 １点目、市いじめ防止基本方針ポスターの取組についてでございます。資料５を

お手元に配付しておりますので併せてご覧ください。こちらはいじめの問題を他人

事とせず常に子どもたちが意識していくことができるよう、学校の教室等に掲示し



－8－ 

ております。ポスターの上部の枠の中に、年度当初にいじめの防止に向けて何がで

きるか話し合い、学級や学年で考えたスローガンを記入します。下にある２つの丸

には、11月や２月のふれあい月間でスローガンに対する振り返りを行い、修正や追

加があれば記入をします。また、武蔵野市いじめ防止基本方針を併記してございま

す。 

 続きまして、ふれあい月間の取組についてでございます。ふれあい月間ですが、

いじめ、自殺、暴力行為等の問題行動、不登校等の状況について総点検を行い、現

状や取組の効果を把握することを目的として、６月、11月、２月の３回行っており

ます。市立小・中学校の全学級においてアンケートを実施し、いじめの実態把握に

努めております。そのアンケートの結果は校内で共有し、気になる記述があった場

合には面談等を行って詳細に聞き取り、解決に向けて対応しております。 

 こちらがふれあい月間アンケートの実施の流れとなっております。例えば、「次

のうちどのようなことをされて困っていますか」、「アンケートのことで先生と話

したいですか」などの項目がございます。これは児童・生徒が持っている学習者用

端末にて回答できるフォームで行っているところでございます。また、教員が日頃

取り組んでいる自身のいじめ防止対策について振り返る教員シートを各教員が行い、

画面のように学校シートにまとめ、ＰＤＣＡサイクルによる評価・改善を行ってお

ります。 

 ３番、続いていじめ防止重点月間の取組についてご説明をします。本市では９月

をいじめ防止重点月間と位置づけ、組織的ないじめ問題に対する相談体制の強化を

お願いしております。保護者に向けてこちらのようにいじめ防止のリーフレットを

配布し、いじめの早期発見やいじめの防止の啓発を行っております。昨年度はいじ

めのサイン発見シートと題し、家庭での早期発見につながるチェックシートを作成

しました。 

 ４番目です。いじめ防止に関する教員研修についてです。副校長や若手教員向け

対象の研修等を行っております。内容として、いじめ対策の取組を振り返るチェッ

クリストを示し、それぞれの対策に対して振り返りを行い検討をしております。 

 ４番目です。いじめ防止に関する授業の実施についてです。各学校では道徳や特

別活動などの時間においていじめ防止に関する授業を実施しております。こちらの

画面は光村図書中学校２年生道徳「『いじり』って」という題材です。本授業では

いじりとはどんな行為や状況なのか考えさせ、改めて友情を育むために大切なこと

に目を向けさせております。 
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 私からの説明は以上でございます。 

○委員長 ありがとうございました。 

 それでは、今、武蔵野市のいじめに関する現状と、武蔵野市教育委員会、さらに

は学校を含めての取組についての具体策をご説明いただきましたけれども、何かご

質問、ご感想でも結構ですので何かいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

 じゃ、委員Ｂ、お願いします。 

○委員Ｂ ご説明ありがとうございました。 

 今ご説明のあった一番いじめの形態として多い冷やかし、悪口というところなん

ですけれども、具体的にどういうような悪口とか冷やかしのような言葉が発せられ

ているか、何かそういったような分析みたいなのというのはございますでしょうか。

といいますのも、後ほどの多様性というようなところとの関わりで、例えばどうい

う発言をされたのかという分析が、もしかしたら有益なのかなと少し思ったもので

すからお伺いいたします、もしされていなければもちろん結構なんですけれども。 

○委員長 どうでしょうか。調査の中で子どもたちが回答する中で、どのような言

葉が発せられているか分かりますか。 

○髙丸統括指導主事 こちらの回答については、分類されているものから学校が選

んでいるという形になるので、この調査だけでは、そういった何があるかというの

は分析はできていないというのが正直なところです。ただ、学校のほうから上がっ

てきた報告であるとか、毎月の生活指導主任会とかで、主立ったものというのは出

てきたりはしますので、確かにおっしゃるとおり具体的に何があったのか、どんな

言葉があったのかということをピックアップして分類していくという作業は意味が

あるかなと。 

○委員Ｂ 可能であれば少しそういった余力があればですけれども、何かやってい

ただけるとちょっといいのかなという気はしたところです。 

 すみません、以上です。 

○委員長 例えばどうですかね、この冷やかしとかからかいについて、教育委員会

の範囲内で構わないので、何か聞いた範囲でのことがもしあればご紹介をしていた

だければと思います。 

○髙丸統括指導主事 そうですね。例えば背丈のことであるとか体のことであると

か、そういったことから始まったりですとか、人間関係の中で出てきた言葉、パソ

コンや携帯電話等もありますけれども、ＳＮＳ等で、あなたのやったことが嫌だみ

たいなことを言ったりということは、実際の具体の一つとしてあるかなと。 
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○荒井指導課長 すみません、逆に事務局からの逆質問で恐縮なんですけれども、

例えばＳＣやＳＳＷのお立場で相談が出た事例などは、逆にお聞かせいただけると

大変勉強になるかなと、また校長先生もいらっしゃいますので教えていただければ

と思いますが。 

○委員長 特に脅し文句なんていうのは、どういうようなものを現状子どもたちは

使っているのかということも含めて、もし何か印象に残っているものとかがあれば

ですけれども、いかがでしょうか、委員Ｃや委員Ｄ。 

○委員Ｃ ちょっと一生懸命記憶を遡りながらなんですけれども、脅し文句という

ところで言いますと、小学校ですと中学年以降、特に女子の中でのグループの友達

同士のグループみたいなつながりが強くなっていったりするような時期があるかと

思うんです。もちろん男子も高学年にかけて仲のいいグループというものができる

と思うんですけれども、例えばその中でお子さんたちは、そのグループから外れる

ということを、すごく不安だったり心配だったりというふうに思っていらっしゃる

子が多いんですけれども、中にはその仲間に入れないぞという形で、そのグループ

に入れないで孤立させるということを脅し文句的に話を伝えて、同じメンバーで同

じ行動を取るようにするですとか、そういうことを言われたとか、それがすごく不

安であったりとかということも中にはありますし、先ほど統括指導主事からもお話

があったような体ですね。容姿に関することを言われたですとか、あとは能力的な

ものですね。学校で体育で走るですとか、様々なチームの中で活動をすると思うん

ですけれども、その中でリレーとか全体で行うというときに足が遅いというところ

でそれを責めるですとか、そういうような形で言われて嫌だったというようなお話

を相談として受けたことはありますかね。低学年のお子さんですと、本当に学校の

中でやっていらっしゃるちくちく言葉みたいな言葉というんですか、「ばか」とか

「死ね」とか「うざい」とかといった言葉を言われて、すごく嫌な気持ちになった

というような話を聞くことはあります。 

○委員長 ありがとうございます。 

 委員Ａ、どうですか、学校のほうとすると。 

○委員Ａ 傾向として今、委員Ｃがおっしゃられたことと似ていると思うんですけ

れども、低学年と高学年では、その質に大きな差があるなという印象は持っていま

す。低学年の子は、本当に軽微なことでもすぐ自分は嫌な思いをしたと言ってきま

すんで、いじめの件数もあれだけ多くなってくるんだと思います。具体的には「ば

か」とか「うそつき」とか、そういったことが多いかなと思います。それが中学年、
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高学年になってくると、相手の身体的特徴であるとか、苦手なことをわざと取り上

げて言うとか、ひどいのになると、その子の出身に関わるようなことについてから

かっているなんていう事案もありましたね。 

○委員長 そういった言葉を、指導する教員たちがどう察知して、子どもたちにど

うフィードバックして是正するように指導していくかということも大事になってく

ると思います。 

 じゃ、委員Ｅ、どうですか、中学生となるとまた違った意味での言葉があるので

はないでしょうか。 

○委員Ｅ 私が聞いた範囲でとしかお伝えできないんですけれども、具体的な言葉

を言わないからこそ先生たちが対応できないという場面が結構あって、例えば「フ

ン」みたいな、聞こえないように言うんだけれども、ちらちら顔を見ながら笑うと

か、そういうこそくというか、そうすると先生からしたら、じゃ、何も言われてい

ないのかとなっちゃうんですよね。具体的に攻撃を受けたりしていないけれども、

視線だったり嫌らしい笑い方だったり、そういう言葉ではないし暴力でもないし直

接何もないんだけれども、追い詰められるみたいな、そうなったときの対応はどう

いうことができるのかなというのがすごく、年が上になってくるとやり方もちょっ

と小ずるくなるというか、絶対相手を傷つけることができるけれども、証拠が残ら

ないという、そのあたり非常に親としては心配なところもあります。 

○委員長 いわゆる言語化されるものではないけれども、態度や雰囲気でそれを醸

し出すという、それをまた受けるほうの子どもたちは、自分に向けられていると思

うことでより不安になっていってしまうんですね。そういうことも含めて、このふ

れあい月間も含め、教員たちがどう指導していくかということを考えていくことだ

と思います。ありがとうございます。 

 委員Ｂ、そんなところでいいですか。 

○委員Ｂ はい。 

○委員長 ほかにいかがでしょうか、何かご質問や。 

 じゃ、委員Ｄ。 

○委員Ｄ 私もソーシャルワーカーのほうで、私もふと振り返るとというところで、

ちょっと先ほどのお話と通じるところで、特に中学生のお子さんとかでなかなか学

習とかが苦手なという、そういった苦手感の積み重ねが、教室で「この授業が分か

る人」とかというふうに先生に当てられたりとか、何かすごく私がふと思い出して

印象的だったのが、そういうふうに当てられたときに答えられなかったときに周り
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の子の反応、空気感を感じるということがとても苦痛でとかで、スクールソーシャ

ルワーカーは武蔵野市の不登校のお子さんをたくさんケースとして抱えている中で、

そういった気持ちが少しずつ話されたときにそういったエピソードが出てきたりと

かしたときに、授業で分からない自分を見せるのが公開処刑だという言葉を発した

お子さんがいて、そういったことが不登校の長期につながっていたというのが、私

はすごい今ふとエピソードとして思い出されていてというようなところがあります

ね。 

○委員長 ですから普通、学校の授業の中で教師が「何々さん、どうかな」と聞い

ていくことについても、全体のバランスをどう考えていかなきゃいけないかという

ことも、また気に留めて、それが行為が悪いというわけではないんだろうけれども、

そういう今、公開処刑みたいに思う子もいるんだという、いろいろな多様性の中で

の感じ方を教員が考えながら指導していくということなんでしょうね。ありがとう

ございます。 

○委員Ｂ せっかくいろいろと議論していただいたんで、私もちょっと想定してい

たのは、例えば容姿的なものとか能力的な問題もありますし、例えば今、外国籍で

あるとか言語上の問題をいろいろ抱えているお子様も、中にはいらっしゃるだろう

というのがあるのと、あといわゆる性的マイノリティーと言われているような形で、

自分の身体的なものと心の認識が違うという方も中にはいらっしゃるわけで、そう

いった方に対して例えば「男のくせに」とか「女のくせに」みたいな、そういった

ような発言があるのかなとか、いろいろそういったところで、教育的な配慮である

とか指導につなげていくことができるのかなと少し思ったものですから、そのあた

りの発言の分析というのはあってもいいのかなというところで発言させていただい

たというところになります。 

○委員長 それがもしできれば、それに着目してどういうような手だてや、私たち

の関わり方をしていけばいいのかという一つの例示なり、そういうものが見えてく

るかもしれないですね。分かりました。 

 ほかに内容についての質問等はどうでしょうか。大丈夫ですか。 

 委員Ｆ。 

○委員Ｆ 今、子ども同士の発言という話だったと思うんですけれども、先生方が

指導の中でどういう言葉を用いるかということも私はちょっと気になっていて、先

生が子どもに言うのはオーケーなのか、それももう少し配慮が必要な言葉も多分あ

ると思うんですよね。そういうところも見逃さないで、教師の側も使う言葉、もっ



－13－ 

と適切な言い回しがあるとか指導の方法があるとかというのは、私はそれもすごく

大事で、子どもに示しているわけなんで、先生が話す時間が圧倒的に多いわけです

から日本の学校では。それを検討に入れていただき、子どものことだけじゃなくて

と、ちょっと思いました。 

○委員長 そうですね。これはその次のいじめ基本方針のところの具体的な改訂の

方向性の中で、いわゆる学校風土の中で、子どもたちとともに教師の在り方だった

りということで、今、委員Ｆが言ったようなそういうところも具体的にしていく、

次につながっていくところかなというふうに思います。 

 では、時間もありますので進行ということで、次の議事の（３）ですね。武蔵野

市のいじめに関する現状と取組ということで、説明のほうをまずよろしくお願いい

たします、事務局。 

○髙丸統括指導主事 では、私のほうからまず全体的なところということで、審議

いただきたい内容の説明をさせていただこうと思います。資料の６、武蔵野市いじ

め防止基本方針及び具体的方策の改訂についてをご覧ください。 

 まず現状と課題というところでございます。本市では、平成25年にまずいじめ防

止対策推進法というのが施行されまして、それを受けて翌26年に武蔵野市いじめ防

止基本方針、また令和３年度には武蔵野市いじめ防止基本方針に基づく具体的方策

というのを策定をいたしました。 

 先ほど話にありましたとおり、資料５のこの下の部分ですね。これがいじめ防止

基本方針の私たちが出している基本方針はこれだけというところになります。そし

てそれをさらに具体として何をやっていこうかということを書かせていただいてい

るのが、資料４のこちらの冊子、具体的方策ということになっております。ですの

で、先ほど奈良が説明をいたしました、様々なポスターに子どもたちの考えを入れ

るであるとか、いじめ防止推進月間であるとか、共通アンケートの実施等は、こち

らと解されているものでございます。具体的には８ページ、９ページに、こういっ

たことをやろうということで、市の教育委員会としての取組ということで紹介させ

ていただいております。 

 ただ、この取組をやってきたところなんですけれども、最初に教育長からもあり

ましたけれども、国は令和４年に生徒指導提要を、そして令和６年にはいじめの重

大事態の調査に関するガイドラインの改訂ということを行っております。そして東

京都もつい先月なんですけれども、こういった流れを受けて、いじめ総合対策の第

３次というものをつくったところなんですね。本市としても大きな流れとしては、
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令和５年度に子どもの権利条例の施行ということがありまして、そして今年度から、

第四期の学校教育計画というところにこれを反映させていったというところがあり

ます。ちょっと資料が多くなるので、今回はこの第四期の学校教育計画は用意をさ

せていただいてはいないんですけれども、その中でも子どもたちの一人一人の良さ

や可能性を引き出すということを非常に大事にしている。そして教育理念には、自

他の幸せと豊かな社会の実現を目指す未来のつくり手を育むということを掲げてい

るということもあります。そういった市としてもこれからやっていきたい方向性、

そして国や都の方向性ということの最新の流れ、そういったことを踏まえて、こう

したいじめ対策についていま一度見直しをしていく必要があるのではないかと、

我々としては考えているところでございます。 

 じゃ、具体的にどういう方向で改訂をしていこうかというところにつきまして、

ここから先は指導主事から説明をさせていただこうと思います。 

○奈良指導主事 では、続いて資料６の２番、方針と具体的方策の改訂の方向性を

ご覧いただきながら説明を聞いていただけたらと思います。 

 今回そこに丸で示してありますが、市いじめ防止基本方針及び具体的な方策を、

次の２つの視点から改訂していくのはどうかと考えております。皆様には本日、こ

うした視点からの改訂でよいのか、足りない視点や、もっと訴えていくべき点はな

いか、ご意見いただきたく存じます。 

 まず改訂の視点１つ目は、生徒指導提要に示されたいじめ対応の重層的支援構造

や、都のいじめ総合対策３次に示された自己指導力の育成を踏まえたものにすると

いうことです。ここで、資料中段にあります図を併せてご覧いただけたらと思いま

す。こちらは生徒指導提要に示されているいじめ対応の重層的支援構造の図でござ

います。生徒指導提要とは、令和４年度に国から示された生徒指導に関する基本的

な考え方をまとめたものでございます。 

 この構造ですが、子どもの状況に応じて指導を重ねていく必要があるということ

を示しております。例えば一番下は、全ての児童・生徒を対象とした発達支持的生

徒指導といって、全ての教育活動の中で多様性を認め、いじめなどの人権侵害を許

さない指導を行う層でございます。 

 次の層は課題未然防止教育といって、道徳や特別活動などの時間に、先ほど紹介

したようないじめを取り上げた授業ですとか、子ども主体によるいじめ防止の長期

的な取組、例えばポスター作り、これも先ほど紹介しましたが、このような指導を

重ねるものでございます。 



－15－ 

 ３つ目の層、課題早期発見対応の層では、アンケート調査や聞き取りを行い、い

じめの兆候の発見や早期に素早く対応するということでございます。学期ごとに設

定したふれあい月間でのアンケート調査がこちらに当たります。 

 最後、一番上、困難課題対応的生徒指導の層は、いじめの解消に向けた対応をす

べき深刻な課題を抱えている特定の児童・生徒への指導・助言を行う層です。学校

いじめ対策会議を開催し組織的な指導や援助を行うことが当たります。生徒指導で

は、このような切れ目のない重層的指導を行っていくことが求められています。こ

うした指導体制を重ねることで子どもの中に、いじめを許さない、あったとしても

すぐに止める、相談するなどの自己指導力を高め重ねていくことが大切です。 

 さきに触れた都いじめ総合対策第３次では、生徒指導提要で示された生徒指導の

内容を踏まえ、日頃の取組を見直すよう求められており、自己指導力として子ども

が何をしたいか、何をすべきかと主体的に問題や課題を発見し、自己の目標を選

択・設定し、その達成のために自発的・自律的に自らの行動を決断し実行すること

を育むこととして取り上げております。これら図のいじめの対応の重層的支援構造

や自己指導力の育成を踏まえた改訂を、市として行っていくのはどうかというのが

方向性の１つ目でございます。 

 ２つ目、いじめの重大事態ガイドライン改訂版に示された平時の備え、申立てが

あった際の対応、重大事態調査で調査すべき項目等を反映させるのはどうかという

方向性でございます。重大事態ガイドライン改訂版は、重大事態の発生件数が増加

したということ、調査の実施に関わる様々な課題が明らかになっていることから行

われました。本市においても重大事態に備える取組をさらに充実していくことが求

められていると考えております。 

 資料６の３番のほうに進みます。この２点の方向性を踏まえて今回、資料にある

とおり市いじめ防止基本方針を次のように整理しましたので、後ほどご検討いただ

きたいと思います。 

 改訂案の右側の四角、資料下段ですが、右側の四角をご覧ください。さきに示し

たいじめ対応における重層的支援構造と連動しております。一つずつご紹介します。

「１ すべての児童・生徒が安心できる学校風土を実現します」、「２ いじめ問

題への理解・未然防止に努めます」、「３ 迅速・確実な組織的対応を徹底しま

す」、「４ いじめを深刻化させない専門的・継続的な連携体制を作ります」、さ

っきの重層的支援構造の一番下、発達支持的生徒指導が、１番目の全ての児童・生

徒が安心できる学校風土の実現、２段目の課題予防的生徒指導の課題未然防止教育
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が２番目のいじめ問題への理解・未然防止といったように関連づけた内容となって

おります。また、１番目と２番目の括弧のところで示してあるように、こちらで自

己指導力の育成を重点的に行うということを意識しております。 

 続いて資料の裏面に進んでいただけますでしょうか。こちらは具体的方策に関す

る改訂案でございます。改訂のポイントは、初めにいじめ防止に関する基本的な事

項を押さえた上で、基本方針の４つをさらに具現化し具体的な方策を示したことで

ございます。さきに紹介しました基本方針１の安心できる学校風土の実現に向けて

多様性に配慮した学校・学級づくりを進めること、魅力ある授業を実現することな

どの項目としております。 

 なお、この項目は生徒指導提要やいじめ総合対策を参考に作成しております。付

け足しますと、その左側に現行のものがございますが、現行は基本方針と整合性が

不十分となっており、基本方針の理念が生かされていないことが課題だと感じられ

たため、改訂ではこの点について留意いたしました。 

 市教育委員会としましては、市いじめ防止基本方針及び具体的方策について、さ

きに説明した２つの視点から改訂していくのはどうかと考えております。皆様から

本日、この視点でよいのか、足りない視点、訴えていくべき点など、ご意見を賜り

たく存じます。 

 私からの説明は以上でございます。 

○委員長 ありがとうございます。 

○髙丸統括指導主事 少し私のほうで補足をさせていただきますと、今我々がやっ

てきた取組自体は、この４層構造の中でしっかりやっているものがあるんだという

ふうには思うんですけれども、ただ、その大本となる基本方針というところと照ら

し合わせたときに、なかなか整合性が取れていないなというふうに感じていたとい

うことが、我々の課題意識としてあります。また、そこに次の具体的方策というと

ころについても、そこが逆に先ほど指導主事の話からもありましたけれども、基本

方針としっかり照らし合わせていると言えるだろうかというところの整合性という

ところ、また、先ほどの重大事態というところの対応というところは、もう少し具

体的にしたほうがいいんではないかということで、それを具体的方策の後段のとこ

ろにしっかりと厚く書くというところでやっていきたいというふうに思っておりま

す。 

 先ほどから話に出ております子どもたちの自己指導力、いじめを自分たちで抑制

していくというところの観点から、さきに重層的支援構造というところを意識した
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基本方針をまずは設定をし、それを具体としてどういった形でできるだろうかとい

うことで、具体的方策というところにつなげていくという形でしていきたいと思っ

ているというところで、我々としては考えているんですけれども、こちらについて

皆様のお立場から様々なご意見を、今日はいただけるとありがたいところでござい

ます。 

○委員長 １つ私からですけれども、先ほど改訂の要点は、１つはいじめの対応を、

重層的支援構造等を踏まえて、その中に自己指導力も兼ね合わせてどう方針をつく

っていくかということと、もう一つで出ていた、いじめの重大ガイドラインの申立

てがあった際の重大事態調査にすべき項目等を反映させたいというようなことがあ

りました。それは具体的に言うとこの第５のところ、改訂案の第５ということでい

いんでしょうかね。 

○髙丸統括指導主事 ありがとうございます。 

 まず大きなところとしては、改訂案の前文のところを見ていただきたいんですけ

れども、こちらに「人権尊重の理念及び武蔵野市子どもの権利条例等の関連する法

令に基づき」ということにさせていただいております。ここの法に基づくというと

ころで、いじめ防止対策推進法でこの重大事態というところが規定されているもの

ですから、しっかりそこに対応するよということを出しているというところが、ま

ず大本としてはございます。その上で今、委員長からもありましたとおり、この改

訂案で言うところの３番、４番、方針の中で言うと３番、４番というところは重大

事態というところの設定ということになっていきますし、さらに具体というところ

になると、裏面の具体的方策の第５のところが一番大きく膨らませていったという

ところになっています。 

○委員長 そこと関連していくということですね。分かりました。 

 いわゆる教育委員会とすると、重層的支援構造という１つ理論的なものがあるわ

けですから、それを踏まえて方針をつくっていって、さらにその方針を具体化する

ための具体的な取組をというふうに、考え方としてそういう方向でやっていこうと

思っているということなんですね。そこでもう少し具体的な方策の改善のポイント

ですとか、もう少しこういう点は加えたらどうだろうかとか、そういうようなとこ

ろについて皆様の専門的なお立場から、ご意見、ご感想でも構わないのでいろいろ

いただいてというふうにおっしゃっているところです。 

 いかがでしょうか。どなたか、まずこのようなところはどうかななんていうふう

に感じたところでも、ご意見でも構いませんのでいただければ。 
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 委員Ａ、よろしくお願いいたします。 

○委員Ａ 課題や改善点を申し上げる前に、私は評価したいところというところで

意見を言わせていただきます。改訂版の生徒指導提要に示された重層的支援構造の

中で、特にこの土台になっている発達支持的生徒指導というところが強調されてい

ること、ここに述べられていることが改訂案の筆頭になっていること、これは画期

的なことだと思うんです。 

 それまでの基本方針の中では、「いじめはいけないことだ」ということに気づか

せたり、知らせたりすることで、未然防止しようというところが目立っていますけ

れども、それよりもまず子どもたちの心が安心・安定していること、学校が楽しい

と感じられるような取組があることが、例えば「そこまでやったらやばいんじゃ

ね？」とか「それはやめといたほうがいいよ。」というような自己指導力につなが

っていくということが、この改訂案の中で強調されているということを、学校現場

としては高く評価させていただきたいと思っています。 

○委員長 いかがでしょうか。今、委員Ａのほうから、全ての児童・生徒が安心で

きる学校風土を醸成、実現していくという、いわゆる土台のところのことをきちん

とやっていくことへの評価がもありました。ここに関連してどなたかご意見やご感

想があれば伺いたいところですが。 

 では、委員Ｇ、よろしくお願いします。 

○委員Ｇ 私も現行のものを見ると、まあ大体こういうことかなと思うようなこと

が書いてあるので、今回は基本的に子どもがどう考えたり行動するようになったら、

こういうふうに良くなったらいじめも少なくなるのではないかというようなことを

見据えた形の指導が書いてあって、これは東京都のいじめ総合対策ということで、

これを土台にするということは一つの前進でいいことだと思いました。 

 その一方で、武蔵野市の基本方針ということですので、例えばここの最初に書い

てあります子どもの権利条例というのをつくりました、そのことでもいいですし、

もともと武蔵野市では市民性教育をしてきたとか、ホームルーム活動でいじめ防止

のことをしてきたとか、そういう実績もあると思うんですね。ですのでそういうこ

とを踏まえてこういうふうにしますとか、ちょっと武蔵野市らしさが出るといいか

なと思いました。 

○委員長 委員Ｇ、ありがとうございます。 

 いわゆる武蔵野市としての独自性というか、独自性があるということは、私たち

が主体的にそれに取り組んでいくという意思表明でもあると思うので、そういった
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ようなものがこの前文の中に入ってくるというのは一つの考え方ですね。入ったり

しながら、学校風土の中のところをどう具体的な記述、いわゆる実践的なものにし

ていくかと、そういうようなところの独自性みたいなものを感じられるようにした

らどうですかというようなことですね。武蔵野市は本当に市民的資質というものを

大事にしながらもやってきているところなので、そういうところですね。 

 どうでしょうか。この今、学校風土に関するところが話題が出ているので、お感

じになっているようなことを少しまだ挙げていただければ。委員Ｃや委員Ｄはどう

でしょうか、市のほうにいらっしゃる方としても。 

○委員Ｃ 学校風土を実現していく、安心できる学校風土をというふうな考えはす

ごく大切だなというところ、このいじめに関することだけではなくて、ほかの様々

な学校の不登校も今、数が増えているところでもありますし、そういった意味では

学校が安心できる、自分たちが楽しく明るく生活できる場所、居場所であるという

ふうなことをつくっていくということが土台であるというのは、とても大事なお考

えかなというふうには感じています。 

 先ほど委員Ｂからもありました多様性というところで、様々な今、問題が社会の

中でも議題として挙がっている部分もあるかなと思いますので、こういったことを

認め合うというふうなことも学んでいったりとか、それが当たり前のようになるよ

うな形で学校で子どもたちが育っていくということも大切かなというふうには思い

ます。すみません、感想といいますか。 

○委員長 ありがとうございます。そうしましたら、今、委員Ａのほうから、この

全ての児童・生徒が安心できる学校風土というようなところが挙げられたところか

ら、少し何人かのご意見を伺いましたが、それに捉われず、この改訂案の方向性に

ついてお一人お一人ご意見やご感想をいただいて、また何か深められる点があれば

今みたいにお聞きするという形を取っていこうと思います。 

 それでは、ご指名させていただくので失礼かもしれませんが、名簿の順にお聞き

していきたいと思います。では、委員Ｂ、どうでしょうか。 

○委員Ｂ ありがとうございます。 

 私も改訂案を事前に拝見をしておりまして、方向性としては新しくいじめ総合対

策等々を踏まえたものにするということで、方向性としてはすばらしいものだと私

も考えてはおります。既に武蔵野市でもいろいろ取組をされているということは理

解はしておりますし、そういったものを整理して、ちょっと分量が多いかなと思い

ますので、それをうまく整理するのは大変かなと思いますけれども、ここをうまく
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整理してまとめていただければなというふうには思っております。 

 私から何点か、今の多様性等々も含めてお話なんですけれども、１つは、具体的

にどの程度まで細かく書かれる予定なのか分からないので、もしかしたらもう既に

想定されていらっしゃることかもしれないんですけれども、裏面の改訂案の実際の

項目というところを拝見をしていて４点ほどなんですけれども、１点目は、まず第

１のいじめというところで、これは従前から何度も私が申し上げてもう不要かと思

うんですけれども、いじめとは何かというようなところの認識というか、そこのあ

たりの共有であるとか、あるいは重大事態ガイドラインに書いてありますけれども、

初動のあたりでのしっかりとした記録化でありますとか、そういったようなところ

を、しっかりとガイドラインも踏まえて記載をしていただけるといいかなというふ

うに思っています。実際、重大事態というふうに発展していくときには、過去の記

録等々を必ず参照することになり、あるいは記録がないというようなこともありま

すので、そういうことがないように武蔵野市では確実な認識の共有とか情報共有、

そういったものがなされている、記録化もされているというところを徹底していた

だければなというふうに思っております。 

 あと２点目は、この自己指導力というところで、先ほど委員Ｇからもお話があっ

た独自性というところとも関わるかもしれませんけれども、ここはいじめの総合対

策第３次の恐らく下巻に、いろいろと具体例というかそういったものが載っていた

かと思いますけれども、そういったこともプラス武蔵野市で取り組んでいる、従前

取り組んでいたようなことがあれば、そういったことも武蔵野市の取組という形で

入れていただくと、より独自性というか、武蔵野市の取組であるということが示せ

るのかなというふうに思います。 

 それから３点目で、第２の安心できる学校風土の実現というところで多様性とい

うのがございますけれども、先ほども申し上げましたとおり、多様性といっても本

当にいろいろな生徒さんとか考え方がありますので、きめ細かな能力、身体的にも

そうですし、外国の方、あるいはそれぞれの自己認識の性的なものを含めた在り方

とか、そういったものもいろいろ踏まえて少し何か具体的なところを一言でも書い

ていただけると、よりいろいろな本当に少数な、いわゆる少数と言われている方々

にも配慮をした、そういう本当に安心できる学校というのが実現できるかなと思い

ますので、そこを少し意識していただけるといいかなというふうに思います。 

 それから第４のあたりの２で子ども・保護者からの相談体制の構築というのがご

ざいまして、学校の先生もそうですし、お子さんももちろん取組は大事ですけれど
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も、保護者の方の取組であるとか認識というか、そういったこともとても重要だと

思っていますので、従前のこの具体的方策の中にも保護者への啓発というような形

で書かれていた部分があったかと思いますけれども、より具体的に、例えば年度の

初めに学校の取組として、あるいは市の取組としてこういうのをやっていますよと

いうことを、紙で配布をもうされているかもしれませんけれども、そういう形で啓

発するとか、取組をこういうふうに進めていきますというのを示していただくとか、

そういう形で保護者との認識共有というのも進めていただくことを、何か記載をし

ていただけるといいのかなというふうに思いました。 

 それからもう一点、ちょっと多くなりましたけれども、いじめの態様のところで

ＳＮＳですね。どうしてもここが今とても大きな問題になっていますし、学校内だ

けではなくて学校外でのいじめであるとか、塾であるとか、そういったところで見

えないところでいろいろなことが起こり得るというところがありますので、そこに

関しても何らかどこかで言及をして、そういう言及される予定かとは思いますけれ

ども、言及していただければいいかなというふうに思っております。 

 私からは以上になります。すみません、長くなりましたが。 

○委員長 いや、とんでもないです。大事なことです。 

 今、委員Ｂから５点かなと思いますけれども、ご指摘がありました。１つ、これ

はまた後ほど持ち帰って委員会のほうでも精査することだと思いますけれども、武

蔵野市の取組というこれまでのことも入れながらというところで、何かその辺のと

ころで一つ二つご紹介いただけるものがあれば、どうでしょうかね。 

○髙丸統括指導主事 いろいろあるんで、それだけで30分ぐらい時間をかけてお話

ししたいぐらいなんですけれども、１つ先ほどから市民性というところがあります

けれども、そういった武蔵野市民科という形で地域の方々であるとか、自分たちの

学校の中でもいいんですけれども、課題を見つけて、それをよりよくしていこうで

あるとか、もっとこうしたらいいんじゃないかということを提案していくというこ

とでやっている取組なんかはございます。 

 また、５年生と中学校１年生でセカンドスクールということがありまして、これ

は非常に体験活動を長い期間、子どもたちは行くんですけれども、ある意味親元を

離れ、自分たちだけでやらなくちゃいけないようなことというのが、様々なトラブ

ルも生じるんですけれども、それを乗り越えて子どもたち同士、力が強くなってい

く、仲よくなっていくということがあったりしますので、そういったところは１つ

土台作りとしては特色として入れられるかなというふうには思いました。 
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○委員長 分かりました。ありがとうございます。 

 では、医療に関するというようなところのお立場から委員Ｆ、いかがでしょうか。 

○委員Ｆ 今回具体化されてきたのはすごくいいことだと思っています。私はいじ

めが子どもと学校ということだけじゃなくて、私の立場からすると家庭教育がもっ

と豊かになるとかということが結構大事だと思っていて、例えば家庭内がすごく不

安定で両親の間でいろいろな言葉が飛び交っている例もあるし、子どもに対して、

その子どものできていないところをすごく指摘するみたいなタイプのところもあれ

ば、教育虐待みたいに、より塾なんかで頑張っていいところに行こうみたいなこと

で、すごく子どもに負荷がかかっているケースも多いかと思うんですね。 

 あと逆にネグレクトみたいな形でケアされていない子どもたちもいるので、これ

を行政とか学校がどこまでやるかという問題はあるけれども、一人一人の子が家庭

でどのくらい育っているかということが、いじめの加害者にも被害者にもなりやす

さをつくると私は感じているので、とにかく家庭教育とかみたいなことを学校に入

る前からもっとやっていくといいなと思っているし、学校に入ってからも親への啓

蒙活動というか、いじめのことだけじゃなくて、どんなふうに子どもとの愛着形成

をしていくかとか、困ったときにどう相談するかとか、学習だけじゃない勉強だけ

じゃないもっと心の豊かな育みをどうやっていくかということに、親もノウハウが

足りなかったり相談できなかったり不安だったりもするので、私はそんな情報をも

っと市民とか保護者に与えていけたら、それこそいい環境ができるかなとすごく思

っています、ちょっとこれとはまた別なのか、ちょっと壮大過ぎるか分からないけ

れども。 

○委員長 でも、今、委員Ｆがおっしゃった、さっき委員Ｂもおっしゃっています

けれども、いわゆる保護者への啓発、いわゆる家庭教育をどう学校としても、それ

は家庭のことで私たちはというわけじゃなくて、連携しながら耕していく、醸成し

ていく、そういう取組が、もしかするとある意味武蔵野市らしさにもつながってく

るのかなというのを思うので、もし時間があればそういうことをこの後、少し協議

できたらと思いました。じゃ、ほかの委員からも感想なりを。 

 委員Ａ、いかがでしょうか、先ほどプラス面のご評価をいただいたところだった

ですけれども、校長先生のところから何かほかにも付け加えることがあれば。 

○委員Ａ いじめかなと思ったときに、すぐにそれを察知して対応するということ

が非常に大事だと思うんですね。スピーディーな対応といいますか。ですからこの

第４のところ、このあたりがもう少し具体化してくると、学校としてもいろいろと



－23－ 

取り組みやすくなるのではないかと思います。 

○委員長 第４のところの迅速・確実な組織的対応の４つの項目が今ありますけれ

ども、その辺のところをどういうふうに具体化して、またそれを学校が指針となっ

てもっと具体化するためにはどういうような投げかけをしていくか、また、もしか

するとこの中に、先ほど委員Ｆがおっしゃっていたような保護者との家庭教育との

連携、もしくは家庭教育のあるべき姿みたいなところでできるような方向性みたい

なのが、もしかすると書き込むことができれば、また違ってくるかもしれないです

ね。委員Ａ、ありがとうございます。 

 では、改めて委員Ｃからいかがでしょうか。全体的なことも含めて。 

○委員Ｃ ありがとうございます。 

 私、心理士の立場からという形でお伝えをさせていただきますと、この具体的な

方策であったりとかという中で、例えば安心できる学校風土の実現、第２のところ

であったり、第３の未然予防の部分ですね。ここが基本的には先生方の学級経営で

あったり指導であったりという部分が書かれていらっしゃるかなと思いますけれど

も、最後に専門的な連携ということでカウンセラーというところも、もっと活用と

いうふうにはなっていらっしゃるのかなと思いますけれども、私たち心理士も未然

予防という形で、先生方の指導というところも含め、私たちとしては支援という形

で関わらせていただいていますので、そこの未然予防のところも、専門的な立場と

して先生方と連携しながらやっていける部分はあるのかなというふうには思ってい

ます。 

 あとは最後の対応の部分ですかね。いじめが起きた際の対応のところで、いじめ

を受けたお子さんへの心理的なケア、保護者へのケアというところで力添えできる

部分も多いかなと思いますけれども、あとはどうしても学校の中ですと、いじめた

側のお子さんに対しての指導という形の考え方が強いかなという部分もあるんです

けれども、もちろんいじめた側のお子様にもいろいろな思いがあったりとか、保護

者の方もいろいろな葛藤だったりとか、ご不安だったりとかというところもあるの

かなと思います。 

 子どもの権利条例のほうでは、いじめた側の子どもにも必要に応じて支援を行っ

ていくというような文言があったかなと思うんですけれども、そういったいじめを

した側、私たちは加害・被害というふうな考え方でご相談の人を受けるということ

はせずに、目の前の方がどんなことで困っているかというところを大事にしてお話

を伺うような立場で動きますんで、そういったいじめをしたお子さん、またはその
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保護者への心理的なケアというところでも、そういった視点も少し視点を置いてい

ただいて、今でもそれは書いていただいてはいますけれども、改めてそちらも大事

にしてつくっていただけるとありがたいなというふうには思います。 

○委員長 ありがとうございます。 

 いじめをしてしまった子、または受けた子、両方の心理的なケアの側面から、具

体的な方針、方策のところでどんなような取組をというふうなところの１つ視点を

どうでしょうかというようなご意見だったかと思います。 

 例えば委員Ｃ、第１から第５の柱に、今みたいなお話というのは、どのあたりに

改めて盛り込むとすればみたいな何かイメージがありますか。 

○委員Ｃ 基本的には最後の関係機関との連携というところに入ってくるかなとは

思います。深刻化させないというところもそうですし、先ほど最初のほうにお伝え

した未然予防というところでも、例えばですけれども、カウンセラーが学校の中で

お子さんたち向けにストレスケアのお話を伝えたりとかというような形で、お力添

えできる部分があったりとかしますんで、そういったところでも少し盛り込んでい

ただいたりとかというのはあるといいかなとは思ったりします。 

○委員長 ありがとうございます。 

 では、社会福祉士というお立場から委員Ｄ、いかがでしょうか。 

○委員Ｄ 私とすると、裏面の第２の安心できる学校風土の実現というところは、

このところに書かれています適切な援助希求の促進というようなところが、私とす

ると結構気になるところといいますか、助けてほしいというメッセージは子どもが

それぞれにそれぞれなりの形で表現していたりとかすると、この「適切な」という

のも、一方ではちょっとお話が重複してしまうんですけれども、学校教員とか周り

の大人たちから見ると結構問題として見られるような行動が、実はその子なりのＳ

ＯＳの発信の仕方、だけれども、そこの部分がそういうことをやっちゃ良くないよ

ねという指導のところだと、その子の持っている深い気持ちのところに、やっぱり

見てもらえないというような思いがどんどん積み重なっていくと、より子どもの行

動がどんどん荒れていったりとか、中に「大人なんて」みたいな言葉とかで信用が

できない、それが学校の先生に対してということであったりとか、委員Ｆのほうか

らもお話があった本来の家庭の中でというところで、保護者の方にも自分の存在を

認めてもらえていない、そういうようなお子さんとかがいたりとか、そうするとそ

れの積み重なったものが学校現場とかで表出されていったりとかとなると、本当に

そういったところも学校が安心してそういう、その出している子どものその気持ち
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を学校の先生たちが安心して受け止めてくれたり、クラスのそういった周りのお友

達が受け止めてくれたりとかとあると、家庭でちょっとフォローが必要なお子さん

に対しても、また学校の中でもそういうフォローを受けられると、その子の成長と

いうのは大きく変わっていくのかなというのが、ちょっとすみません、まとまりの

ない感想になってしまうんですけれども、どうしてもソーシャルワーカーとなると、

そういった家庭的な背景であり、その親御さんご自身も、育ってきた成育歴の中で

ご自身の傷つきとかがあってお子さんに、本当は関わりたいんだけれども、うまく

関われなくて、でも、すごく自分の子どもだから愛情は持っている。でも、自分の

子どもが学校で何かそういった行動を起こしてしまった、言われてしまった。また

親御さんは「何でなんだ」というようなことがこうなると、そこで学校と家庭の摩

擦が起きてしまったりとかとあったりするかなと思うと、この子ども・保護者から

の相談体制の構築と、すみません、第４のところにあるような、こういったところ

も大事になってくるのかなというふうに感じたところであります。すみません、ま

とまりのない感想になってしまったんですけれども。 

○委員長 そういう側面でいろいろなものを抱えてきた子どもたちを、どう学校が

受け止めて、そして適切に支援していくのかという、そういう側面はすごく大事な

ところですよね。ありがとうございます。 

 では、ＰＴＡのほうからということで委員Ｅ、すみません、お待たせしました。 

○委員Ｅ １週間前にこの全体の資料を頂いて、私は割とゆっくり読む時間が取れ

たので読ませていただいて、特に資料４の武蔵野市のいじめ防止基本方針に基づく

具体的方策というところを、興味深く読ませていただいたんですけれども、この対

応のとおりに動けたら何て見守られている市なんだと、子どもたちなんだと思える

んですね。なんだけれども、やっぱりいじめがなくならないし、なかなか解決しな

いという現状があるという、その乖離はどこから生まれるんだろうというふうにち

ょっと１週間ぐらい考えていて、学校の先生と保護者と子どもというそれぞれの大

きな立場というかがあると思うんですけれども、その中でいじめに対して、いじめ

られた側といじめた側というふうによく見がちなんですけれども、子どもに近い保

護者のほうから話を聞いていたりすると、発現したときはいじめた側だけれども、

実はいじめられっ子だったけれども、腹に耐えかねて手が出ちゃったとかというこ

とがあったりとか、どっちも可能性がある、すぐに入れ替わるような微妙なところ

に子どもたちはいるんだなというのをよく感じていて、先ほど情報の共有だったり

記録化というお話があったんですけれども、私もそこはすごく大事だなと思ってい
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て、同じ子どもに対して遡れる記録を取っておくことだったりとか、対応した先生

も守ることになると思うんですね。どのような対応をしたのか、できなかったのか、

個人情報の問題とかも昨今細かく言われるので、なかなかそれを共有することとい

うのは難しいかもしれないんですけれども、情報を記録化しておくことで対応でき

ることというのは多いんじゃないかなと１つ思ったことと、あとこの具体的方策と

いうところに、子どもと子どもということが基本的な争点になっていて、子どもと

先生というところがないなというふうに思っていて、もしかしたら教育指導のほう

のカテゴリーでこういうルールブックがあるのかななんても思ったんですけれども、

先生から生徒に対するちょっと厳しめのことがあったというところは、そちらでい

いと思うんですけれども、子どもが先生にやることが結構あるんですよね。 

 私が知っているのだと給食に入れたりとか、だからそういう子どもたちが先生に

対して意地悪なことをすることの対応をその先生だけで対応するのは、しなきゃい

けないみたいになっていないかなというのはちょっと心配になっていて、学級崩壊

がそんなに多い都市だとは思っていないんですけれども、それでもないわけではな

いしというところで、先生たちに対する巧妙になっていっているやり方も、保護者

が知っているぐらいだから、子どもたちはきっと見ているけれども、それに対して

アクションを起こしていないと思うんですね。 

 相談してほしいといろいろな場面で言っていただいているし、先週の会議の後に

各学校のホームページを見たときに、必ずいじめ対策のリンクが張ってあって、各

学校の方針も市の方針に則ったものをもう少し簡略化したものを独自で張っている

し、すごく「見てね」、「相談してね」というふうに言っているんだけれども、実

際に相談してくれる件数だったりとか内容が多くはないというか、自分がいじめら

れているんだと認めることも苦しいことだし、何かやっちゃったけれども、いじめ

た側も実はいじめた理由を、自分でも分かっていない何かのストレスを抱えている

というところがあるので、ぜひ初期の発見の段階で、相手に知られたくないけれど

も、自分も立ち直りたいといういじめられた側だったら、すぐにカウンセリングに

つなげてほしいなとか、いじめてしまった子も、私はカウンセリングで助けられた

経験があるので、カウンセラーさんにつないであげるというところをもう少し、決

まり事にするのは難しいかもしれないんですけれども、話すことで解決することも

たくさんある、重大事項に行く前の段階で話すことで解消することがあるんじゃな

いかなと思うので、このあたりのルートが見つかればいいかなと思っております。

すみません、何かまとまりがなくて。 
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○委員長 ありがとうございます。 

 その相談するルートとか、その相談の窓口だったり、その辺のところをどうつく

っていって示していくかということも大事だと思います。今、委員Ｅがおっしゃっ

ていたように子どもと子どものいじめ、あと先ほど委員Ｆもおっしゃっていた、教

師が子どもに対する言語も含めての環境体としてどうあるのかというか、教師が子

どもをいじめてしまうような部分とかはもしかするとあるかもしれないですよね。

そういうようなものというのは、もしかするとこの安心できる学校風土の実現の中

にそういうような視点からも学校のありよう、教師のありようみたいな、そういう

ようなところの視点も、先ほどの委員Ｆのお話を聞いているとあるのかなというふ

うには思っているところです。委員Ｅ、ありがとうございます。 

 それじゃ、民生児童委員のお立場から委員Ｈ、いかがでしょうか。 

○委員Ｈ 児童・生徒は、親にいじめのことを言えない子がいると思います。いじ

めを訴えやすい環境を整えて相手を思いやる心を育むことが未然防止につながれば

一番いいのですが、それもなかなか難しいのが現状です。いじめ問題は学校、家庭、

地域、関係機関が一体となって情報を共有し取り組むことが重要なことであり、被

害者、加害者どちらになっても不思議なことではありません。これは人ごととは思

わぬように家庭環境などを構築していくことも必要ではないかと思います。 

 私たち民生児童委員は、年に１回６月から７月にかけて担当地区の学校訪問を行

っております。今年は６月にありました。小学校と中学校は全体的に落ち着いて学

校生活を送っているとの報告がありましたが、なかには個別に少し課題がある児童

もいるとの報告も受けています。登校を渋る児童に対してはＳＳＷの方が登校を一

緒にして学校に来ており不登校の児童の中にはフリースクール、チャレンジルーム

などを利用している児童もいます。また教室に入れない児童については別室登校に

より学校に来ることができる児童・生徒もいるとのことです。 

 今ゲームがオンラインでつながることで知らない人とやると怖いという話が出て

いるのですが、対面で分かっている人とやるならまだおなじにはいいのかと思いま

すが、フレンドウオッシュなどに入ったら困るという話も出ました。お金がなくて

もＰａｙＰａｙで課金ができるなど、私もゲームのことはそんなに詳しいことは分

からないんですが、こういうゲームについて専門的な方に児童・生徒に対してお話

ししていただけたらいいのかと思います。そのお話を聞いて児童・生徒が物事をは

っきり見分けられたり、判断できたり、あと理解する、気づくのではないかと思い

ます。多少前後はあると思いますが、今ゲームがちょっと怖いなと思っております。 



－28－ 

 以上です。 

○委員長 ありがとうございます。 

 いわゆる子どもたちが自己の力で判断していく、その理解と判断力と行動力とい

うか、そういう部分をどう学校の中で鍛えていくかということもすごく大事になっ

てくるんですね。ありがとうございます。 

 それじゃ、最後に委員Ｇ、いかがでしょうか、改めて全体的なことも含めて。 

○委員Ｇ それぞれのお立場から実際に接したケースやお話を聞かせていただいて、

本当になるほどなと思ったんですけれども、委員Ｅがおっしゃった、ちゃんと立派

な基本方針とか方策があってもどうしていじめはなくならないのだろうと思うとい

う、本当にそうだと思うんですね。この先生のクラスだからとか、この学校だから

うまく対応してもらえなかったというふうなことがないような、方針とかこの方策

に従ってちゃんとやっているという、少なくともその線を確保できるような基本方

針になればいいなというのを１つ感じました。 

 それともう一つは、記録のことで何人かの委員の方から話が出ましたが、本当に

記録を残すということは大切なことで、何か相談をカウンセラーさんにしたとか、

先生にこういうことを相談したとか、子どもさんでも親御さんでもあると思うんで

すね。それが後々に経過を調べる上で重要になったり、対応がどうだったかという

ことも振り返って、親の意見と学校などの意見が違ってしまったときに、解決する

上でとても大事な資料だと思います。先生方は本当に学校の中でお忙しいと思いま

すが、何か記録を残すということが、もっとルーティン化するとか、もっと楽にで

きるようになるといいなと思ったのでお聞きします。ここの資料６の裏の改訂案、

具体的方策の改訂案の第６の参考資料に様式集というのがあるんですが、それはど

のようなものですか。 

○髙丸統括指導主事 これからつくっていきたいと思っているところではあるんで

すけれども、先ほどお話しした重大事態のガイドラインの中にも幾つか参考的なも

のが出ていたりしていますし、先ほどのお話からある学校のほうでも既に作ってい

るもの、いいものがあったりしますので、そういったところから好事例ということ

で入れていきたいというふうには思っているところでございます。 

○委員Ｇ 例えば学校ごとに違ったりするものですか、記録の仕方とかは。 

○髙丸統括指導主事 基本的に外してほしくない項目というのはもちろんあるんで

すけれども、形としてはそれぞれの学校で少し違うところはあるので。 

○委員Ｇ あとよく記録の開示の請求というケースもあると思いますが、例えばカ
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ウンセラーさんに相談した内容とか、そういうのを開示というのはなかなか個人情

報ということで難しくなることもあるようです。けれども、例えば相談したときに、

今日こういうことを話しましたねみたいな記録をお互いに共有して、お互いがこう

でしたと納得のできるような形で残せれば、本人同士なので別に個人情報というこ

とで開示が問題にならないのではないかとも思います。何か保護者と学校側が対立

しないようになるための方策として、お互いが気持ちを共通できるものが増えると

いいなとは思っています。 

○委員長 いわゆる書いた中身を、お互いがそのとおりですと了解しているという

ことですよね、言った・言わないじゃなくてということですね。 

○委員Ｇ そうですね。その場でできればいいなと思って、話したことが文字化さ

れるのが今はありますよね。それを要約する機能もあるようなので、何かそういう

ツールを使ったりとか、何か誤解がないようにして保護者と学校がいい関係でいら

れたらいいなと思いました。 

○委員長 ありがとうございます。 

 時間になるので、ここでそれぞれの立場からのご意見は、全ていろいろな項目に

触れていたと思うので終わりにしたいと思うのですが、最後にすみません、委員Ｂ、

今の記録のこと、お互いが「そうだよね」、「この内容で確かだよね」と、そこで

落ち着くのが一番いいんでしょうが、後になって、「いや、俺はそんなことを言っ

ていない」、「私は」みたいなのが生じてくる。この辺について専門的な立場から

少しコメントいただけたらいいかなと思うんですが。 

○委員Ｂ そこはなかなか、そのそれぞれの保護者の方の対応にもよるというか、

今、委員Ｇがおっしゃった、まず様式というところで申し上げると、例えばここの

様式でこういうふうに記録化するんだよ、日時、場所、対話した人は誰なのかとか、

内容はこうだよと、例えばそういう定式なものを作っておけば先生の負担も小さい

のかなと思うので、その様式という意味では、そういったものがあったほうがいい

かなというのは、少し今お話を聞いていて思ったのと、今、委員長がおっしゃって

いたところで言うと、ただ、それを例えば学校が記録して保護者の方に見ていただ

いても、「いや、私の意図はこうじゃないんだ」と、「学校としてはこう捉えてい

るんだ」という形で、そこのそもそも記録がまとまらないということにもなり得る

のかなと思うので、そこの認識を統一するというのは、容易でいてなかなか難しい

ところなのかなという気はしますので、そこは課題、学校から記録してみて「こう

いう認識でいいですか」というふうに伺って、それでまた記録する、残しておくと
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いうところまではできると思うんですけれども、完全な認識の一致を残すというの

はもしかしたら難しいのかなと、ちょっと伺っていて思ったところですかね。 

○委員長 ありがとうございます。 

 いずれにしろ記憶より記録ということで、しっかり記録に残していくことを、い

わゆる学校サイドを含めてきちんとしていくということが大事になっていくかなと

いうふうに思います。 

 それでは、ちょっと過ぎてしまいましたけれども、１回目の協議はここまでかな

と思いますので、事務局にお戻しします。 

○髙丸統括指導主事 ありがとうございます。 

 皆様から様々なご意見をいただきましたので、こちらはいただいたことを踏まえ

て、これから具体的にしっかりと文章化していきたいというふうに思いますので、

また見やすく分かりやすくというところも大事にしていきたいというふうに思いま

すので、ぜひまたご意見いただければと思います。 

 もし今日以降も、またこの資料を見ていて気になったところとか、こういった視

点があればいいんじゃないかとか、そういったことがありましたらば、ぜひメール

等でも結構ですのでいただけると幸いでございます。 

────────────────────────────────────────────── 

○委員長 では、これで第１回目の会議を閉じたいと思います。 

 皆様、ありがとうございました。 

―了― 


